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預金者
よ き ん し ゃ

の皆
みな

さん、こんにちは。みどりの夢
ゆめ

銀行
ぎんこう

事務局
じ む き ょ く

です。 

みんなの森づくり事業
じぎょう

の 1 つの事業として平成１９年１０月より 

『みどりの夢
ゆめ

銀行
ぎんこう

』がスタートしました。 

１０月１５日～１１月１５日までの１ヶ月間で、１５５８名の皆
みな

 

さんから、１０４万１８９４コロの預金
よ き ん

がありました。 

皆さんから預けていただいた「どんぐり」の一部は、鶴崎
つるさき

の高田
た か た

地区
ち く

の苗
なえ

を育
そだ

てる土地
と ち

で

植付
う え つ

けを終
お

え、現在
げんざい

春
はる

を待
ま

っています。そのほかの「どんぐり」は、教 材
きょうざい

やインテリア

への活用
かつよう

など色々
いろいろ

な 形
かたち

での利用
り よ う

を計画
けいかく

させていただいております。 

これからも、預金者の皆さまへは、イベントの開催
かいさい

やスケジュール

など「みどりの夢銀行通信」をお送
おく

りいたしますので、お楽
たの

しみに。 

                                春を待つどんぐり（植付け後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『スージィ』  『アラどん』 『コナラン』  『クヌボー』  『どんぐりす』 

  女の子     男の子    男の子     男の子       ？ 

キャラクターの名前を募集
ぼしゅう

したところ、応募
お う ぼ

総数
そうすう

が３９４通あり、審査
し ん さ

の結果
け っ か

、ぼくらの

名前が決まりました。これからも、この事業のマスコットキャラクターとして、いろんな

場所で活躍
かつやく

しますので、応援
おうえん

をよろしくお願いします。 
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自己紹介  
名前は、スージィです。 
出身は、スダジイです。 
趣味は、お料理です。 
   女の子です。 
これからも、よろしくね。

キャラクターの名前が決まりました！ 



 

 

 

いよいよ、どんぐり預金の払い戻しが始まります。 

いっしょに封筒に入れている『払戻票』に希望する交換グッズを記入して、事務局まで郵

送、FAX、またはご持参下さい。電話での受付は行いませんので、よろしくお願いいたし

ます。 

なお、グッズには数量に限りがありますので、ご希望にそえない場合もありますのでご理

解をお願いいたします。 

  

  受付最終日時  平成 20 年 2 月 29 日（金）当日の消印は有効です。 

   

☆交換日時と場所  

文具、タオル、エコバックは、次の日時と場所です。 

○交換日時    平成 20 年 3 月 17 日（月）～3 月 31 日（月） 

午前 9 時～午後５時までとします。 

          ただし、市役所がお休みの日は除きます。 

○交換場所    大分市役所 ７階 公園緑地課 

 

苗木、本は、次の日時と場所です。 

○交換日時    平成 20 年４月２８日（月）～５月６日（月） 

午前１０時～午後５時までとします。 

 ○交換場所    おおいた人とみどりふれあいいち会場（平和市民公園） 

 

※ ご不明な点等がございましたら、事務局までご連絡を下さい。 

  時間の都合上、グッズの画像の準備ができませんでしたので、 

お詫び申し上げます。 

これからも、いろんな情報をお知らせしていきますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

NPO 法人 ◎ｱｲ ﾗﾌﾞ ｸﾞﾘｰﾝ大分  ◎九州・自然ｴﾈﾙｷﾞｰ推進ﾈｯﾄﾜｰｸ 

協力法人  ◎大分県ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ協会 青年部 

協賛企業  ◎㈲池辺造園   ◎㈲ｲﾄﾀﾞﾈｰﾑ  ◎大分植木㈱   ◎大分ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ㈱ 

      ◎角栄測量設計㈱ ◎㈱春日緑化 ◎木田造園     ◎新陽工事㈱ 

      ◎砂山庭園       ◎㈱地形社   ◎㈱ﾊﾔｼｸﾞﾘｰﾝﾃｸﾉ ◎㈱豊樹園 

      ◎豊竜園         ◎丸井植樹園 ◎㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ別大 

 これからも、協力をお願いいたします。 

 

        

 

どんぐり預金の払い戻しが始まります。 

事業に協力いただいている皆さんを紹介します。 
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